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一
　
廟
堂
に
立
ち
て
大
政
を
爲
す
は
天
道
を
行
ふ
も
の
な
れ
ば
、
些
と
も
私
を
挾
み
て
は
濟
ま
ぬ
も
の
也
。
い

　
か
に
も
心
を
公
平
に
操
り
、
正
道
を
蹈
み
、
廣
く
賢
人
を
選
擧
し
、
能
く
其
職
に
任
ふ
る
人
を
擧
げ
て
政
柄

　
を
執
ら
し
む
る
は
、
即
ち
天
意
也
。
夫
れ
ゆ
ゑ
眞
に
賢
人
と
認
る
以
上
は
、
直
に
我
が
職
を
讓
る
程
な
ら
で

　
は
叶
は
ぬ
も
の
ぞ
。
故
に
何
程
國
家
に
勳
勞
有
る
共
、
其
職
に
任
へ
ぬ
人
を
官
職
を
以
て
賞
す
る
は
善
か
ら

　
ぬ
こ
と
の
第
一
也
。
官
は
其
人
を
選
び
て
之
を
授
け
、
功
有
る
者
に
は
俸
祿
を
以
て
賞
し
、
之
を
愛
し
置
く

　
も
の
ぞ
と
申
さ
る
ゝ
に
付
、
然
ら
ば
尚
書
○
書
經
仲
※






之
誥



に
「
徳
懋



ん
な
る
は
官
を
懋
ん
に
し
、
功
懋
ん

　
な
る
は
賞
を
懋
ん
に
す
る
」
と
之
れ
有
り
、
徳
と
官
と
相
配
し
、
功
と
賞
と
相
對
す
る
は
此
の
義
に
て
候
ひ

　
し
や
と
請
問






せ
し
に
、
翁
欣
然
と
し
て
、
其
通
り
ぞ
と
申
さ
れ
き
。

二
　
賢
人
百
官
を
總
べ
、
政
權
一
途
に
歸
し
、
一
格



の
國
體
定
制
無
け
れ
ば
、
縱
令





人
材
を
登
用
し
、
言
路
を

　
開
き
、
衆
説
を
容
る
ゝ
共
、
取
捨
方
向
無
く
、
事
業
雜
駁
に
し
て
成
功
有
べ
か
ら
ず
。
昨
日
出
で
し
命
令
の
、

　
今
日
忽
ち
引
き
易
ふ
る
と
云
樣
な
る
も
、
皆
統
轄
す
る
所
一
な
ら
ず
し
て
、
施
政
の
方
針
一
定
せ
ざ
る
の
致

　
す
所
也
。

三
　
政
の
大
體
は
、
文
を
興
し
、
武
を
振
ひ
、
農
を
勵
ま
す
の
三
つ
に
在
り
。
其
他
百
般
の
事
務
は
皆
此
の
三

　
つ
の
物
を
助
く
る
の
具
也
。
此
の
三
つ
の
物
の
中
に
於
て
、
時
に
從
ひ
勢
に
因
り
、
施
行
先
後
の
順
序
は
有

　
れ
ど
、
此
の
三
つ
の
物
を
後
に
し
て
他
を
先
に
す
る
は
更
に
無
し
。

四
　
萬
民
の
上
に
位
す
る
者
、
己
れ
を
愼
み
、
品
行
を
正
く
し
、
驕
奢
を
戒
め
、
節
儉
を
勉
め
、
職
事
に
勤
勞
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し
て
人
民
の
標
準
と
な
り
、
下
民
其
の
勤
勞
を
氣
の
毒
に
思
ふ
樣
な
ら
で
は
、
政
令
は
行
は
れ
難
し
。
然
る

　
に
草
創






の
始
に
立
ち
な
が
ら
、
家
屋
を
飾
り
、
衣
服
を
文



り
、
美
妾
を
抱
へ
、
蓄
財
を
謀
り
な
ば
、
維
新
の

　
功
業
は
遂
げ
ら
れ
間
敷
也
。
今
と
成
り
て
は
、
戊
辰
の
義
戰
も
偏
へ
に
私
を
營
み
た
る
姿
に
成
り
行
き
、
天

　
下
に
對
し
戰
死
者
に
對
し
て
面
目
無
き
ぞ
と
て
、
頻
り
に
涙
を
催
さ
れ
け
る
。

五
　
或
る
時
「
幾
歴
辛
酸
志
始
堅
。
丈
夫
玉
碎
愧
甎
全
。
一
家
遺
事
人
知
否
。
不
爲
兒
孫
買
美
田
。
」
と
の
七

　
絶
を
示
さ
れ
て
、
若
し
此
の
言
に
違
ひ
な
ば
、
西
郷
は
言
行
反
し
た
る
と
て
見
限
ら
れ
よ
と
申
さ
れ
け
る
。

六
　
人
材
を
採
用
す
る
に
、
君
子
小
人
の
辨
酷






に
過
ぐ
る
時
は
却
て
害
を
引
起
す
も
の
也
。
其
故
は
、
開
闢
以

　
來
世
上
一
般
十
に
七
八
は
小
人
な
れ
ば
、
能
く
小
人
の
情
を
察
し
、
其
長
所
を
取
り
之
を
小
職
に
用
ひ
、
其

　
材
藝
を
盡
さ
し
む
る
也
。
東
湖
先
生
申
さ
れ
し
は
「
小
人
程
才
藝
有
り
て
用
便
な
れ
ば
、
用
ひ
ざ
れ
ば
な
ら

　
ぬ
も
の
也
。
去
り
と
て
長
官
に
居

ゑ
重
職
を
授
く
れ
ば
、
必
ず
邦
家
を
覆
す
も
の
ゆ
ゑ
、
決
し
て
上
に
は
立

　
て
ら
れ
ぬ
も
の
ぞ
」
と
也
。

七
　
事
大
小
と
無
く
、
正
道
を
蹈
み
至
誠
を
推
し
、
一
事
の
詐
謀





を
用
ふ
可
か
ら
ず
。
人
多
く
は
事
の
指
支






ゆ

　
る
時
に
臨
み
、
作
略






を
用
て
一
旦
其
の
指
支
を
通
せ
ば
、
跡
は
時

宜

次
第
工
夫
の
出
來
る
樣
に
思
へ
共
、
作

　
略
の
煩
ひ
屹
度
生
じ
、
事
必
ず
敗
る
ゝ
も
の
ぞ
。
正
道
を
以
て
之
を
行
へ
ば
、
目
前
に
は
迂
遠
な
る
樣
な
れ

　
共
、
先
き
に
行
け
ば
成
功
は
早
き
も
の
也
。

八
　
廣
く
各
國
の
制
度
を
採
り
開
明
に
進
ま
ん
と
な
ら
ば
、
先
づ
我
國
の
本
體
を
居

ゑ
風
教
を
張
り
、
然
し
て

　
後
徐



か
に
彼
の
長
所
を
斟
酌
す
る
も
の
ぞ
。
否
ら
ず
し
て
猥
り
に
彼
れ
に
倣
ひ
な
ば
、
國
體
は
衰
頽
し
、
風
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教
は
萎

靡

し
て
匡
救
す
可
か
ら
ず
、
終
に
彼
の
制
を
受
く
る
に
至
ら
ん
と
す
。

九
　
忠
孝
仁
愛
教
化
の
道
は
政
事
の
大
本
に
し
て
、
萬
世
に
亙
り
宇
宙
に
彌
り
易

ふ
可
か
ら
ざ
る
の
要
道
也
。

　
道
は
天
地
自
然
の
物
な
れ
ば
、
西
洋
と
雖
も
決
し
て
別
無
し
。

一
〇
　
人
智
を
開
發
す
る
と
は
、
愛
國
忠
孝
の
心
を
開
く
な
り
。
國
に
盡
し
家
に
勤
む
る
の
道
明
か
な
ら
ば
、

　
百
般
の
事
業
は
從
て
進
歩
す
可
し
。
或
ひ
は
耳
目
を
開
發
せ
ん
と
て
、
電
信
を
懸
け
、
鐵
道
を
敷
き
、
蒸
氣

　
仕
掛
け
の
器
械
を
造
立
し
、
人
の
耳
目
を
聳

動







す
れ
共
、
何
に
故
電
信
鐵
道
の
無
く
て
は
叶
は
ぬ
ぞ
缺
く

　
べ
か
ら
ざ
る
も
の
ぞ
と
云
ふ
處
に
目
を
注
が
ず
、
猥
り
に
外
國
の
盛
大
を
羨
み
、
利
害
得
失
を
論
ぜ
ず
、
家

　
屋
の
構
造
よ
り
玩
弄
物
に
至
る
迄
、
一
々
外
國
を
仰
ぎ
、
奢
侈
の
風
を
長
じ
、
財
用
を
浪
費
せ
ば
、
國
力
疲

　
弊
し
、
人
心
浮
薄
に
流
れ
、
結
局
日
本
身
代
限
り
の
外
有
る
間
敷
也
。

一
一
　
文
明
と
は
道
の
普
く
行
は
る
ゝ
を
贊
稱
せ
る
言
に
し
て
、
宮
室
の
壯
嚴
、
衣
服
の
美
麗
、
外
觀
の
浮
華

　
を
言
ふ
に
は
非
ず
。
世
人
の
唱
ふ
る
所
、
何
が
文
明
や
ら
、
何
が
野
蠻
や
ら
些

と
も
分
ら
ぬ
ぞ
。
予
嘗
て
或

　
人
と
議
論
せ
し
こ
と
有
り
、
西
洋
は
野
蠻
ぢ
や
と
云
ひ
し
か
ば
、
否
な
文
明
ぞ
と
爭
ふ
。
否
な
野
蠻
ぢ
や
と

　
疊
み
か
け
し
に
、
何
と
て
夫
れ
程
に
申
す
に
や
と
推
せ
し
ゆ
ゑ
、
實
に
文
明
な
ら
ば
、
未
開
の
國
に
對
し
な

　
ば
、
慈
愛
を
本
と
し
、
懇
々
説
諭
し
て
開
明
に
導
く
可
き
に
、
左
は
無
く
し
て
未
開
矇
昧
の
國
に
對
す
る
程

　
む
ご
く
殘
忍
の
事
を
致
し
己
れ
を
利
す
る
は
野
蠻
ぢ
や
と
申
せ
し
か
ば
、
其
人
口
を
莟



め
て
言
無
か
り
き
と

　
て
笑
は
れ
け
る
。

一
二
　
西
洋
の
刑
法
は
專
ら
懲
戒
を
主
と
し
て
苛
酷
を
戒
め
、
人
を
善
良
に
導
く
に
注
意
深
し
。
故
に
囚
獄
中
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の
罪
人
を
も
、
如
何
に
も
緩
る
や
か
に
し
て
鑒
誡






と
な
る
可
き
書
籍
を
與
へ
、
事
に
因
り
て
は
親
族
朋
友
の

　
面
會
を
も
許
す
と
聞
け
り
。
尤
も
聖
人
の
刑
を
設
け
ら
れ
し
も
、
忠
孝
仁
愛
の
心
よ
り
鰥
寡






孤
獨
を
愍





み
、

　
人
の
罪
に
陷
る
を
恤



ひ
給
ひ
し
は
深
け
れ
共
、
實
地
手
の
屆
き
た
る
今
の
西
洋
の
如
く
有
し
に
や
、
書
籍
の

　
上
に
は
見
え
渡
ら
ず
、
實
に
文
明
ぢ
や
と
感
ず
る
也
。

一
三
　
租
税
を
薄
く
し
て
民
を
裕





に
す
る
は
、
即
ち
國
力
を
養
成
す
る
也
。
故
に
國
家
多
端
に
し
て
財
用
の
足

　
ら
ざ
る
を
苦
む
と
も
、
租
税
の
定
制
を
確
守
し
、
上
を
損
じ
て
下
を
虐



た
げ
ぬ
も
の
也
。
能
く
古
今
の
事
跡

　
を
見
よ
。
道
の
明
か
な
ら
ざ
る
世
に
し
て
、
財
用
の
不
足
を
苦
む
時
は
、
必
ず
曲
知
小
慧






の
俗
吏
を
用
ひ
巧

　
み
に
聚
斂






し
て
一
時
の
缺
乏
に
給
す
る
を
、
理
財
に
長
ぜ
る
良
臣
と
な
し
、
手
段
を
以
て
苛
酷
に
民
を
虐
た

　
げ
る
ゆ
ゑ
、
人
民
は
苦
惱
に
堪
へ
兼
ね
、
聚
斂
を
逃
ん
と
、
自
然
譎
詐





狡

猾







に
趣
き
、
上
下
互
に
欺
き
、

　
官
民
敵
讐
と
成
り
、
終
に
分
崩






離
析





に
至
る
に
あ
ら
ず
や
。

一
四
　
會
計
出
納
は
制
度
の
由
て
立
つ
所
ろ
、
百
般
の
事
業
皆
な
是
れ
よ
り
生
じ
、
經
綸
中
の
樞
要
な
れ
ば
、

　
愼
ま
ず
ば
な
ら
ぬ
也
。
其
大
體
を
申
さ
ば
、
入
る
を
量
り
て
出
づ
る
を
制
す
る
の
外
更
に
他
の
術
數
無
し
。

　
一
歳
の
入
る
を
以
て
百
般
の
制
限
を
定
め
、
會
計
を
總
理
す
る
者
身
を
以
て
制
を
守
り
、
定
制
を
超
過
せ
し

　
む
可
か
ら
ず
。
否
ら
ず
し
て
時
勢
に
制
せ
ら
れ
、
制
限
を
慢
に
し
、
出
る
を
見
て
入
る
を
計
り
な
ば
、
民
の

　
膏
血






を
絞
る
の
外
有
る
間
敷
也
。
然
ら
ば
假
令
事
業
は
一
旦
進
歩
す
る
如
く
見
ゆ
る
共
、
國
力
疲
弊
し
て
濟

　
救
す
可
か
ら
ず
。

一
五
　
常
備
の
兵
數
も
、
亦
會
計
の
制
限
に
由
る
、
決
し
て
無
限
の
虚
勢
を
張
る
可
か
ら
ず
。
兵
氣
を
鼓
舞
し
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て
精
兵
を
仕
立
な
ば
、
兵
數
は
寡
く
と
も
、
折
衝
禦
侮
共
に
事
缺
ぐ
間
敷
也
。

一
六
　
節
義
廉
恥
を
失
て
、
國
を
維
持
す
る
の
道
決
し
て
有
ら
ず
、
西
洋
各
國
同
然
な
り
。
上
に
立
つ
者
下
に

　
臨
で
利
を
爭
ひ
義
を
忘
る
ゝ
時
は
、
下
皆
な
之
に
倣
ひ
、
人
心
忽
ち
財
利
に
趨
り
、
卑
吝
の
情
日
々
長
じ
、

　
節
義
廉
恥
の
志
操
を
失
ひ
、
父
子
兄
弟
の
間
も
錢
財
を
爭
ひ
、
相
ひ
讐
視
す
る
に
至
る
也
。
此
の
如
く
成
り

　
行
か
ば
、
何
を
以
て
國
家
を
維
持
す
可
き
ぞ
。
徳
川
氏
は
將
士
の
猛
き
心
を
殺
ぎ
て
世
を
治
め
し
か
共
、
今

　
は
昔
時
戰
國
の
猛
士
よ
り
猶
一
層
猛
き
心
を
振
ひ
起
さ
ず
ば
、
萬
國
對
峙
は
成
る
間
敷
也
。
普
佛
の
戰
、
佛

　
國
三
十
萬
の
兵
三
ヶ
月
糧
食
有
て
降
伏
せ
し
は
、
餘
り
算
盤
に
精
し
き
故
な
り
と
て
笑
は
れ
き
。

一
七
　
正
道
を
踏
み
國
を
以
て
斃
る
ゝ
の
精
神
無
く
ば
、
外
國
交
際
は
全
か
る
可
か
ら
ず
。
彼
の
強
大
に
畏
縮

　
し
、
圓
滑
を
主
と
し
て
、
曲
げ
て
彼
の
意
に
順
從
す
る
時
は
、
輕
侮
を
招
き
、
好
親
却
て
破
れ
、
終
に
彼
の

　
制
を
受
る
に
至
ら
ん
。

一
八
　
談
國
事
に
及
び
し
時
、
慨
然
と
し
て
申
さ
れ
け
る
は
、
國
の
凌

辱








せ
ら
る
ゝ
に
當
り
て
は
、
縱
令
國

　
を
以
て
斃
る
ゝ
共
、
正
道
を
踐
み
、
義
を
盡
す
は
政
府
の
本
務
也
。
然
る
に
平
日
金
穀
理
財
の
事
を
議
す
る

　
を
聞
け
ば
、
如
何
な
る
英
雄
豪
傑
か
と
見
ゆ
れ
共
、
血
の
出
る
事
に
臨
め
ば
、
頭
を
一
處
に
集
め
、
唯
目
前

　
の
苟
安






を
謀
る
の
み
、
戰
の
一
字
を
恐
れ
、
政
府
の
本
務
を
墜
し
な
ば
、
商
法
支
配
所
と
申
す
も
の
に
て
更

　
に
政
府
に
は
非
ざ
る
也
。

一
九
　
古
よ
り
君
臣
共
に
己
れ
を
足
れ
り
と
す
る
世
に
、
治
功
の
上
り
た
る
は
あ
ら
ず
。
自
分
を
足
れ
り
と
せ

　
ざ
る
よ
り
、
下
々
の
言
も
聽
き
入
る
ゝ
も
の
也
。
己
れ
を
足
れ
り
と
す
れ
ば
、
人
己
れ
の
非
を
言
へ
ば
忽
ち
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怒
る
ゆ
ゑ
、
賢
人
君
子
は
之
を
助
け
ぬ
な
り
。

二
〇
　
何
程
制
度
方
法
を
論
ず
る
共
、
其
人
に
非
ざ
れ
ば
行
は
れ
難
し
。
人
有
て
後
方
法
の
行
は
る
ゝ
も
の
な

　
れ
ば
、
人
は
第
一
の
寶
に
し
て
、
己
れ
其
人
に
成
る
の
心
懸
け
肝
要
な
り
。

二
一
　
道
は
天
地
自
然
の
道
な
る
ゆ
ゑ
、
講
學
の
道
は
敬
天
愛
人
を
目
的
と
し
、
身
を
修
す
る
に
克
己
を
以
て

　
終
始
せ
よ
。
己
れ
に
克
つ
の
極

功







は
「
※
意
※
必
※
固
※
我
」
○
論
語
と
云
へ
り
。
總
じ
て
人
は
己
れ
に

　
克
つ
を
以
て
成
り
、
自
ら
愛
す
る
を
以
て
敗
る
ゝ
ぞ
。
能
く
古
今
の
人
物
を
見
よ
。
事
業
を
創
起
す
る
人
其

　
事
大
抵
十
に
七
八
迄
は
能
く
成
し
得
れ
共
、
殘
り
二
つ
を
終
る
迄
成
し
得
る
人
の
希
れ
な
る
は
、
始
は
能
く

　
己
れ
を
愼
み
事
を
も
敬
す
る
故
、
功
も
立
ち
名
も
顯
る
ゝ
な
り
。
功
立
ち
名
顯
る
ゝ
に
隨
ひ
、
い
つ
し
か
自

　
ら
愛
す
る
心
起
り
、
恐
懼
戒
愼






の
意
弛
み
、
驕

矜







の
氣
漸
く
長
じ
、
其
成
し
得
た
る
事
業
を
負



み
、
苟
も

　
我
が
事
を
仕
遂
ん
と
て
ま
づ
き
仕
事
に
陷
い
り
、
終
に
敗
る
ゝ
も
の
に
て
、
皆
な
自
ら
招
く
也
。
故
に
己
れ

　
に
克
ち
て
、
睹
ず
聞
か
ざ
る
所
に
戒
愼
す
る
も
の
也
。

二
二
　
己
れ
に
克
つ
に
、
事
々
物
々
時
に
臨
み
て
克
つ
樣
に
て
は
克
ち
得
ら
れ
ぬ
な
り
。
兼
て
氣
象
を
以
て
克

　
ち
居
れ
よ
と
也
。

二
三
　
學
に
志
す
者
、
規
模
を
宏
大
に
せ
ず
ば
有
る
可
か
ら
ず
。
去
り
と
て
唯
此
こ
に
の
み
偏
倚





す
れ
ば
、
或

　
は
身
を
修
す
る
に
疎
に
成
り
行
く
ゆ
ゑ
、
終
始
己
れ
に
克
ち
て
身
を
修
す
る
也
。
規
模
を
宏
大
に
し
て
己
れ

　
に
克
ち
、
男
子
は
人
を
容
れ
、
人
に
容
れ
ら
れ
て
は
濟
ま
ぬ
も
の
と
思
へ
よ
と
、
古
語
を
書
て
授
け
ら
る
。

　
　
恢
宏
其
志
氣
者
。
人
之
患
。
莫
大
乎
自
私
自
吝
。
安
於
卑
俗
。
而
不
以
古
人
自
期
。
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古
人
を
期
す
る
の
意
を
請
問
せ
し
に
、
堯
舜
を
以
て
手
本
と
し
、
孔
夫
子
を
教
師
と
せ
よ
と
ぞ
。

二
四
　
道
は
天
地
自
然
の
物
に
し
て
、
人
は
之
を
行
ふ
も
の
な
れ
ば
、
天
を
敬
す
る
を
目
的
と
す
。
天
は
人
も

　
我
も
同
一
に
愛
し
給
ふ
ゆ
ゑ
、
我
を
愛
す
る
心
を
以
て
人
を
愛
す
る
也
。

二
五
　
人
を
相
手
に
せ
ず
、
天
を
相
手
に
せ
よ
。
天
を
相
手
に
し
て
、
己
れ
を
盡
て
人
を
咎
め
ず
、
我
が
誠
の

　
足
ら
ざ
る
を
尋
ぬ
べ
し
。

二
六
　
己
れ
を
愛
す
る
は
善
か
ら
ぬ
こ
と
の
第
一
也
。
修
業
の
出
來
ぬ
も
、
事
の
成
ら
ぬ
も
、
過
を
改
む
る
こ

　
と
の
出
來
ぬ
も
、
功
に
伐



り
驕
謾






の
生
ず
る
も
、
皆
な
自
ら
愛
す
る
が
爲
な
れ
ば
、
決
し
て
己
れ
を
愛
せ
ぬ

　
も
の
也
。

二
七
　
過
ち
を
改
る
に
、
自
ら
過
つ
た
と
さ
へ
思
ひ
付
か
ば
、
夫
れ
に
て
善
し
、
其
事
を
ば
棄
て
顧
み
ず
、
直

　
に
一
歩
踏
出
す
可
し
。
過
を
悔
し
く
思
ひ
、
取
繕
は
ん
と
心
配
す
る
は
、
譬
へ
ば
茶
碗
を
割
り
、
其
缺
け
を

　
集
め
合
せ
見
る
も
同
に
て
、
詮



も
な
き
こ
と
也
。

二
八
　
道
を
行
ふ
に
は
尊
卑
貴
賤
の
差
別
無
し
。
摘



ん
で
言
へ
ば
、
堯
舜
は
天
下
に
王
と
し
て
萬
機
の
政
事
を

　
執
り
給
へ
共
、
其
の
職
と
す
る
所
は
教
師
也
。
孔
夫
子
は
魯
國
を
始
め
、
何
方
へ
も
用
ひ
ら
れ
ず
、
屡
々
困

　
厄
に
逢
ひ
、
匹
夫
に
て
世
を
終
へ
給
ひ
し
か
共
、
三
千
の
徒
皆
な
道
を
行
ひ
し
也
。

二
九
　
道
を
行
ふ
者
は
、
固
よ
り
困
厄
に
逢
ふ
も
の
な
れ
ば
、
如
何
な
る
艱
難
の
地
に
立
つ
と
も
、
事
の
成
否

　
身
の
死
生
抔
に
、
少
し
も
關
係
せ
ぬ
も
の
也
。
事
に
は
上
手
下
手
有
り
、
物
に
は
出
來
る
人
出
來
ざ
る
人
有

　
る
よ
り
、
自
然
心
を
動
す
人
も
有
れ
共
、
人
は
道
を
行
ふ
も
の
ゆ
ゑ
、
道
を
蹈
む
に
は
上
手
下
手
も
無
く
、
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出
來
ざ
る
人
も
無
し
。
故
に
只
管





ら
道
を
行
ひ
道
を
樂
み
、
若
し
艱
難
に
逢
う
て
之
を
凌
ん
と
な
ら
ば
、
彌



　
々



道
を
行
ひ
道
を
樂
む
可
し
。
予
壯
年
よ
り
艱
難
と
云
ふ
艱
難
に
罹
り
し
ゆ
ゑ
、
今
は
ど
ん
な
事
に
出
會
ふ

　
共
、
動
搖
は
致
す
ま
じ
、
夫
れ
だ
け
は
仕
合
せ
な
り
。

三
〇
　
命
も
い
ら
ず
、
名
も
い
ら
ず
、
官
位
も
金
も
い
ら
ぬ
人
は
、
仕
末
に
困
る
も
の
也
。
此
の
仕
末
に
困
る

　
人
な
ら
で
は
、
艱
難
を
共
に
し
て
國
家
の
大
業
は
成
し
得
ら
れ
ぬ
な
り
。
去
れ
共
、
个
樣





の
人
は
、
凡
俗
の

　
眼
に
は
見
得
ら
れ
ぬ
ぞ
と
申
さ
る
ゝ
に
付
、
孟
子
に
、
「
天
下
の
廣
居
に
居
り
、
天
下
の
正
位
に
立
ち
、
天

　
下
の
大
道
を
行
ふ
、
志
を
得
れ
ば
民
と
之
に
由
り
、
志
を
得
ざ
れ
ば
獨
り
其
道
を
行
ふ
、
富
貴
も
淫
す
る
こ

　
と
能
は
ず
、
貧
賤
も
移
す
こ
と
能
は
ず
、
威
武
も
屈
す
る
こ
と
能
は
ず
」
と
云
ひ
し
は
、
今
仰
せ
ら
れ
し
如

　
き
の
人
物
に
や
と
問
ひ
し
か
ば
、
い
か
に
も
其
の
通
り
、
道
に
立
ち
た
る
人
な
ら
で
は
彼
の
氣
象
は
出
ぬ
也
。

　三
一
　
道
を
行
ふ
者
は
、
天
下
擧





て
毀



る
も
足
ら
ざ
る
と
せ
ず
、
天
下
擧
て
譽
る
も
足
れ
り
と
せ
ざ
る
は
、
自

　
ら
信
ず
る
の
厚
き
が
故
也
。
其
の
工
夫
は
、
韓
文
公
が
伯
夷
の
頌
を
熟
讀
し
て
會
得
せ
よ
。

三
二
　
道
に
志
す
者
は
、
偉
業
を
貴
ば
ぬ
も
の
也
。
司
馬
温
公








は
閨

中







に
て
語
り
し
言
も
、
人
に
對
し
て
言

　
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
無
し
と
申
さ
れ
た
り
。
獨
を
愼
む
の
學
推
て
知
る
可
し
。
人
の
意
表
に
出
て
一
時
の
快
適

　
を
好
む
は
、
未
熟
の
事
な
り
、
戒
む
可
し
。

三
三
　
平
日
道
を
蹈
ま
ざ
る
人
は
、
事
に
臨
て
狼
狽
し
、
處
分
の
出
來
ぬ
も
の
也
。
譬
へ
ば
近
隣
に
出
火
有
ら

　
ん
に
、
平
生
處
分
有
る
者
は
動
搖
せ
ず
し
て
、
取
仕
末
も
能
く
出
來
る
な
り
。
平
日
處
分
無
き
者
は
、
唯
狼

　
狽
し
て
、
中
々
取
仕
末
ど
こ
ろ
に
は
之
無
き
ぞ
。
夫
れ
も
同
じ
に
て
、
平
生
道
を
蹈
み
居
る
者
に
非
れ
ば
、
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事
に
臨
み
て
策
は
出
來
ぬ
も
の
也
。
予
先
年
出
陣
の
日
、
兵
士
に
向
ひ
、
我
が
備
へ
の
整
不
整
を
、
唯
味
方

　
の
目
を
以
て
見
ず
、
敵
の
心
に
成
り
て
一
つ
衝



て
見
よ
、
夫
れ
は
第
一
の
備
ぞ
と
申
せ
し
と
ぞ
。

三
四
　
作
略






は
平
日
致
さ
ぬ
も
の
ぞ
。
作
略
を
以
て
や
り
た
る
事
は
、
其
迹



を
見
れ
ば
善
か
ら
ざ
る
こ
と
判
然

　
に
し
て
、
必
ず
悔
い
有
る
也
。
唯
戰
に
臨
み
て
作
略
無
く
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
併
し
平
日
作
略
を
用
れ
ば
、

　
戰
に
臨
み
て
作
略
は
出
來
ぬ
も
の
ぞ
。
孔
明
は
平
日
作
略
を
致
さ
ぬ
ゆ
ゑ
、
あ
の
通
り
奇
計
を
行
は
れ
た
る

　
ぞ
。
予
嘗
て
東
京
を
引
き
し
時
、
弟
へ
向
ひ
、
是
迄
少
し
も
作
略
を
や
り
た
る
事
有
ら
ぬ
ゆ
ゑ
、
跡
は
聊
か

　
濁
る
ま
じ
、
夫
れ
丈
け
は
見
れ
と
申
せ
し
と
ぞ
。

三
五
　
人
を
籠
絡






し
て
陰
に
事
を
謀
る
者
は
、
好
し
其
事
を
成
し
得
る
共
、
慧
眼






よ
り
之
を
見
れ
ば
、
醜
状
著

　
る
し
き
ぞ
。
人
に
推
す
に
公
平
至
誠
を
以
て
せ
よ
。
公
平
な
ら
ざ
れ
ば
英
雄
の
心
は
決
し
て
攬

ら
れ
ぬ
も
の

　
也
。

三
六
　
聖
賢
に
成
ら
ん
と
欲
す
る
志
無
く
、
古
人
の
事
跡
を
見
、
迚



も
企
て
及
ば
ぬ
と
云
ふ
樣
な
る
心
な
ら
ば
、

　
戰
に
臨
み
て
逃
る
よ
り
猶
ほ
卑
怯
な
り
。
朱
子
も
白
刃
を
見
て
逃
る
者
は
ど
う
も
な
ら
ぬ
と
云
は
れ
た
り
。

　
誠
意
を
以
て
聖
賢
の
書
を
讀
み
、
其
の
處
分
せ
ら
れ
た
る
心
を
身
に
體
し
心
に
驗
す
る
修
行
致
さ
ず
、
唯
个

　
樣



の
言
个
樣





の
事
と
云
ふ
の
み
を
知
り
た
る
と
も
、
何
の
詮
無
き
も
の
也
。
予
今
日
人
の
論
を
聞
く
に
、
何

　
程
尤
も
に
論
す
る
共
、
處
分
に
心
行
き
渡
ら
ず
、
唯
口
舌
の
上
の
み
な
ら
ば
、
少
し
も
感
ず
る
心
之
れ
無
し
。

　
眞
に
其
の
處
分
有
る
人
を
見
れ
ば
、
實
に
感
じ
入
る
也
。
聖
賢
の
書
を
空
く
讀
む
の
み
な
ら
ば
、
譬
へ
ば
人

　
の
劒
術
を
傍
觀
す
る
も
同
じ
に
て
、
少
し
も
自
分
に
得
心
出
來
ず
。
自
分
に
得
心
出
來
ず
ば
、
萬
一
立
ち
合
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へ
と
申
さ
れ
し
時
逃
る
よ
り
外
有
る
間
敷
也
。

三
七
　
天
下
後
世
迄
も
信
仰
悦
服
せ
ら
る
ゝ
も
の
は
、
只
是
一
箇
の
眞
誠






也
。
古
へ
よ
り
父
の
仇
を
討
ち
し
人
、

　
其
の
麗

ず
擧
て
數
へ
難
き
中
に
、
獨
り
曾
我
の
兄
弟
の
み
、
今
に
至
り
て
兒
童
婦
女
子
迄
も
知
ら
ざ
る
者
の

　
有
ら
ざ
る
は
、
衆
に
秀
で
ゝ
、
誠
の
篤
き
故
也
。
誠
な
ら
ず
し
て
世
に
譽
ら
る
ゝ
は
、
僥
倖
の
譽
也
。
誠
篤

　
け
れ
ば
、
縱
令
當
時
知
る
人
無
く
共
、
後
世
必
ず
知
己
有
る
も
の
也
。

三
八
　
世
人
の
唱
ふ
る
機
會
と
は
、
多
く
は
僥
倖
の
仕

當

て
た
る
を
言
ふ
。
眞
の
機
會
は
、
理
を
盡
し
て
行
ひ
、

　
勢
を
審
か
に
し
て
動
く
と
云
ふ
に
在
り
。
平
日
國
天
下
を
憂
ふ
る
誠
心
厚
か
ら
ず
し
て
、
只
時
の
は
ず
み
に

　
乘
じ
て
成
し
得
た
る
事
業
は
、
決
し
て
永
續
せ
ぬ
も
の
ぞ
。

三
九
　
今
の
人
、
才
識
有
れ
ば
事
業
は
心
次
第
に
成
さ
る
ゝ
も
の
と
思
へ
共
、
才
に
任
せ
て
爲
す
事
は
、
危
く

　
し
て
見
て
居
ら
れ
ぬ
も
の
ぞ
。
體
有
り
て
こ
そ
用
は
行
は
る
ゝ
な
り
。
肥
後
の
長
岡
先
生
の
如
き
君
子
は
、

　
今
は
似
た
る
人
を
も
見
る
こ
と
な
ら
ぬ
樣
に
な
り
た
り
と
て
嘆
息
な
さ
れ
、
古
語
を
書
て
授
け
ら
る
。

　
　
夫
天
下
非
誠
不
動
。
非
才
不
治
。
誠
之
至
者
。
其
動
也
速
。
才
之
周
者
。
其
治
也
廣
。
才
與
誠
合
。
然
後

　
　
事
可
成
。

四
〇
　
翁
に
從
て
犬
を
驅
り
兎
を
追
ひ
、
山
谷
を
跋
渉






し
て
終
日
獵
り
暮
ら
し
、
一
田
家
に
投
宿
し
、
浴
終
り

　
て
心
神
い
と
爽
快
に
見
え
さ
せ
給
ひ
、
悠
然
と
し
て
申
さ
れ
け
る
は
、
君
子
の
心
は
常
に
斯
の
如
く
に
こ
そ

　
有
ら
ん
と
思
ふ
な
り
と
。

四
一
　
身
を
修
し
己
れ
を
正
し
て
、
君
子
の
體
を
具
ふ
る
共
、
處
分
の
出
來
ぬ
人
な
ら
ば
、
木
偶
人
も
同
然
な
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り
。
譬
へ
ば
數
十
人
の
客
不
意
に
入
り
來
ん
に
、
假
令
何
程
饗
應
し
た
く
思
ふ
共
、
兼
て
器
具
調
度
の
備
無

　
け
れ
ば
、
唯
心
配
す
る
の
み
に
て
、
取
賄
ふ
可
き
樣
有
間
敷
ぞ
。
常
に
備
あ
れ
ば
、
幾
人
な
り
共
、
數
に
應

　
じ
て
賄
は
る
ゝ
也
。
夫
れ
故
平
日
の
用
意
は
肝
腎






ぞ
と
て
、
古
語
を
書
て
賜
り
き
。

　
　
文
非
鉛
槧
也
。
必
有
處
事
之
才
。
武
非
劒
楯
也
。
必
有
料
敵
之
智
。
才
智
之
所
在
一
焉
而
已
。
○
宋
、
陳

　
　
龍
川
、
酌
古
論
序
文

　
　
　
追
加

一
　
事
に
當
り
思
慮
の
乏
し
き
を
憂
ふ
る
こ
と
勿
れ
。
凡
思
慮
は
平
生
默
坐
靜
思
の
際
に
於
て
す
べ
し
。
有
事

　
の
時
に
至
り
、
十
に
八
九
は
履
行





せ
ら
る
ゝ
も
の
な
り
。
事
に
當
り
率
爾
に
思
慮
す
る
こ
と
は
、
譬
へ
ば
臥

　
床
夢

寐

の
中
、
奇
策
妙
案
を
得
る
が
如
き
も
、
明
朝
起
床
の
時
に
至
れ
ば
、
無
用
の
妄
想
に
類
す
る
こ
と
多

　
し
。

二
　
漢
學
を
成
せ
る
者
は
、
彌
漢
籍
に
就
て
道
を
學
べ
し
。
道
は
天
地
自
然
の
物
、
東
西
の
別
な
し
、
苟
も
當

　
時
萬
國
對
峙
の
形
勢
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
春
秋
左
氏
傳
を
熟
讀
し
、
助
く
る
に
孫
子
を
以
て
す
べ
し
。
當

　
時
の
形
勢
と
略
ぼ
大
差
な
か
る
べ
し
。

　
　
　
問
答
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岸
良
眞
二
郎
　
問

一
　
事
に
臨
み
猶
豫
狐

疑

し
て
果
斷
の
出
來
ざ
る
は
、
畢
竟
憂
國
之
志
情
薄
く
、
事
の
輕
重
時
勢
に
暗
く
、
且

　
愛
情
に
牽
さ
る
ゝ
に
よ
る
べ
し
。
眞
に
憂
國
之
志
相
貫
居
候
へ
ば
、
決
斷
は
依
て
出
る
も
の
と
奉
存
候
。
如

　
何
の
も
の
に
御
座
候
哉
。

二
　
何
事
も
至
誠
を
心
と
な
し
候
へ
ば
、
仁
勇
知
は
、
其
中
に
可
有
之
と
奉
存
候
。
平
日
別
段
に
可
養
も
の
に

　
御
座
候
哉
。

三
　
事
の
勢
と
機
會
を
察
す
る
に
は
、
如
何
着
目
仕
可
然
も
の
に
御
座
候
哉
。

四
　
思
設
ざ
る
事
變
に
臨
み
一
點
動
搖
せ
ざ
る
膽
力
を
養
に
は
、
如
何
目
的
相
定
、
何
よ
り
入
て
可
然
も
の
に

　
御
座
候
哉
。

　
　
　
　
　
南
洲
　
答

一
　
猶
豫
狐
疑
は
第
一
毒
病
に
て
、
害
を
な
す
事
甚
多
し
、
何
ぞ
憂
國
志
情
の
厚
薄
に
關
か
ら
ん
や
。
義
を
以

　
て
事
を
斷
ず
れ
ば
、
其
宜
に
か
な
ふ
べ
し
、
何
ぞ
狐
疑
を
容
る
ゝ
に
暇
あ
ら
ん
や
。
狐
疑
猶
豫
は
義
心
の
不

　
足
よ
り
發
る
も
の
な
り
。

二
　
至
誠
の
域
は
、
先
づ
愼
獨
よ
り
手
を
下
す
べ
し
。
間
居
即
愼
獨
の
場
所
な
り
。
小
人
は
此
處
萬
惡
の
淵
藪






　
な
れ
ば
、
放
肆





柔
惰
の
念
慮
起
さ
ざ
る
を
愼
獨
と
は
云
ふ
な
り
。
是
善
惡
の
分
る
ゝ
處
な
り
、
心
を
用
ゆ
べ

　
し
。
古
人
云
ふ
、
「
主
靜
立
人
極
」
○
宋
、
周
濂
溪
の
語
是
其
至
誠
の
地
位
な
り
、
不
愼
べ
け
ん
や
、
人
極
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を
立
ざ
る
べ
け
ん
や
。

三
　
知
と
能
と
は
天
然
固
有
の
も
の
な
れ
ば
、
「
無
知
之
知
。
不
慮
而
知
。
無
能
之
能
。
不
學
而
能
」
○
明
、

　
王
陽
明
の
語
と
、
是
何
物
ぞ
や
、
其
惟



心
之
所
爲
に
あ
ら
ず
や
。
心
明
な
れ
ば
知
又
明
な
る
處
に
發
す
べ
し
。

　四
　
勇
は
必
ず
養
ふ
處
あ
る
べ
し
。
孟
子
云
は
ず
や
、
浩
然
之
氣
を
養
ふ
と
。
此
氣
養
は
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら

　
ず
。

五
　
事
の
上
に
は
必
ず
理
と
勢
と
の
二
つ
あ
る
べ
し
。
歴
史
の
上
に
て
は
能
見
分
つ
べ
け
れ
共
、
現
事
に
か
ゝ

　
り
て
は
、
甚
見
分
け
が
た
し
。
理
勢
は
是
非
離
れ
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
能
々
心
を
用
ふ
べ
し
。
譬
へ
ば
賊
あ

　
り
て
討
つ
べ
き
罪
あ
る
は
、
其
理
な
れ
ば
な
り
。
規

模

術
略
吾
胸
中
に
定
り
て
、
是
を
發
す
る
と
き
、
千
仞

　
に
坐
し
て
圓
石
を
轉
ず
る
が
如
き
は
、
其
勢
と
い
ふ
べ
し
。
事
に
關
か
る
も
の
は
、
理
勢
を
知
ら
ず
ん
ば
あ

　
る
べ
か
ら
ず
。
只
勢
の
み
を
知
て
事
を
爲
す
も
の
は
必
ず
術
に
陷
る
べ
し
。
又
理
の
み
を
以
て
爲
す
も
の
は
、

　
事
に
ゆ
き
あ
た
り
て
迫



る
べ
し
。
い
づ
れ
「
當
理
而
後
進
。
審
勢
而
後
動
」
○
陳
龍
川
、
先
主
論
の
語
も
の

　
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
理
勢
を
知
る
も
の
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。

六
　
事
の
上
に
て
、
機
會
と
い
ふ
べ
き
も
の
二
つ
あ
り
。
僥
倖
の
機
會
あ
り
、
又
設
け
起
す
機
會
あ
り
。
大
丈

　
夫
僥
倖
を
頼
む
べ
か
ら
ず
。
大
事
に
臨
で
は
是
非
機
會
は
引
起
さ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
英
雄
の
な
し
た

　
る
事
を
見
る
べ
し
、
設
け
起
し
た
る
機
會
は
、
跡
よ
り
見
る
時
は
僥
倖
の
や
う
に
見
ゆ
、
氣
を
付
く
べ
き
所

　
な
り
。

七
　
變
事
俄
に
到
來
し
、
動
搖
せ
ず
、
從
容
其
變
に
應
ず
る
も
の
は
、
事
の
起
ら
ざ
る
今
日
に
定
ま
ら
ず
ん
ば
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あ
る
べ
か
ら
ず
。
變
起
ら
ば
、
只
そ
れ
に
應
ず
る
の
み
な
り
。
古
人
曰
、
「
大
丈
夫
胸
中
灑
々






落
落






。
如
光

　
風
霽
月
。
任
其
自
然
。
何
有
一
毫
之
動
心
哉
」
○
明
、
王
耐
軒
筆
疇
の
語
と
、
是
即
ち
標
的
な
り
。
如
此
體

　
の
も
の
、
何
ぞ
動
搖
す
べ
き
あ
ら
ん
や
。

　
　
　
補
遺

一
　
誠
は
ふ
か
く
厚
か
ら
ざ
れ
ば
、
自
ら
支
障
も
出
來
る
べ
し
、
如
何
ぞ
慈
悲
を
以
て
失
を
取
る
こ
と
あ
る
べ

　
き
、
決
し
て
無
き
筈
な
り
。
い
づ
れ
誠
の
受
用






に
お
い
て
は
、
見
ざ
る
所
に
お
い
て
戒
愼
し
、
聞
か
ざ
る
所

　
に
お
い
て
恐
懼
す
る
所
よ
り
手
を
下
す
べ
し
。
次
第
に
其
功
も
積
て
、
至
誠
の
地
位
に
至
る
べ
き
な
り
。
是

　
を
名
づ
け
て
君
子
と
云
ふ
。
是
非
天
地
を
證
據
に
い
た
す
べ
し
。
是
を
以
て
事
物
に
向
へ
ば
、
隱
す
も
の
な

　
か
る
べ
き
な
り
。
司
馬
温
公
曰
「
我
胸
中
人
に
向
う
て
云
は
れ
ざ
る
も
の
な
し
」
と
、
こ
の
處
に
至
つ
て
は
、

　
天
地
を
證
據
と
い
た
す
ど
こ
ろ
に
て
は
こ
れ
な
く
、
即
ち
天
地
と
同
體
な
る
も
の
な
り
。
障

礙







す
る
慈
悲

　
は
姑
息
に
あ
ら
ず
や
。
嗚
呼
大
丈
夫
姑
息
に
陷
る
べ
け
ん
や
、
何
ぞ
分
別
を
待
た
ん
や
。
事
の
輕
重
難
易
を

　
能
く
知
ら
ば
、
か
た
お
ち
す
る
氣
づ
か
ひ
更
に
あ
る
べ
か
ら
ず
。

二
　
剛
膽
な
る
處
を
學
ば
ん
と
欲
せ
ば
、
先
づ
英
雄
の
爲
す
處
の
跡
を
觀
察
し
、
且
つ
事
業
を
翫
味
し
、
必
ず

　
身
を
以
て
其
事
に
處
し
、
安
心
の
地
を
得
べ
し
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
只
英
雄
の
資
の
み
あ
つ
て
、
爲
す
所
を
知

　
ら
ざ
れ
ば
、
眞
の
英
雄
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
是
故
に
英
雄
の
其
事
に
處
す
る
時
、
如
何
な
る
膽
略
か
あ
る
、
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又
我
の
事
に
處
す
と
こ
ろ
、
如
何
な
る
膽
力
あ
り
と
試
較
し
、
其
及
ば
ざ
る
も
の
足
ら
ざ
る
處
を
研
究
勵
精

　
す
べ
し
。
思
ひ
設
け
ざ
る
事
に
當
り
、
一
點
動
搖
せ
ず
、
安
然
と
し
て
其
事
を
斷
ず
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、

　
平
日
や
し
な
ふ
處
の
膽
力
を
長
ず
べ
し
、
常
に
夢

寐

の
間
に
お
い
て
我
膽
を
探
討
す
べ
き
な
り
。
夢
は
念
ひ

　
の
發
動
す
る
處
な
れ
ば
、
聖
人
も
深
く
心
を
用
る
な
り
。
周
公
の
徳
を
慕
ふ
一
念
旦
暮
止
ま
ず
、
夢
に
發
す

　
る
程
に
厚
か
ら
ん
こ
と
を
希
ふ
な
る
べ
し
。
夢
寐
の
中
、
我
の
膽
動
搖
せ
ざ
れ
ば
、
必
驚
懼






の
夢
を
發
す
べ

　
か
ら
ず
。
是
を
以
て
試
み
且
明
む
べ
し
。

三
　
若
し
英
雄
を
誤
ら
ん
事
を
懼
れ
、
古
人
の
語
を
取
り
是
を
證
す
。

　
　
譎
詐
無
方
。
術
略
横
出
。
智
者
之
能
也
。
去
詭
詐
而
示
之
以
大
義
。
置
術
略
而
臨
之
以
正
兵
。
此
英
雄
之

　
　
事
。
而
智
者
之
所
不
能
爲
矣
。
○
陳
龍
川
、
諸
葛
孔
明
論
の
語

　
英
雄
の
事
業
如
此
、
豈
奇
妙
不
思
議
の
も
の
な
ら
ん
や
。
學
ん
で
而
し
て
至
ら
ざ
る
べ
け
ん
や
。
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